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な わ し ろ

種まき

10 日程浸し、芽が出

た種もみを苗代用の

田んぼに蒔く

種まき

荒起こし
あら お

かたくなった田を馬

や牛を使ってスキで

荒く起こす

代かき
しろ

田に水を張り、馬鍬

で土の塊を砕き、泥

状にし、田を平らに

する

田植え

田植枠を転がして真

っすぐ植えるための

印をつけ、苗を植える

ラチかけ

中耕除草機(地方名
ちゅうこうじ ょ そ う き

ラチ)を苗の株と株

の間に転がし雑草を

取り除きながら、土

中に酸素を送る

田の草取り

田の雑草を取って、

土の中に混ぜ込む。

しゃがみながらの重

労働

田の草取り

水管理

苗の成長に合わせて

水を調整する

稲刈り

稲穂が色付いたら、す

べての田の稲を鎌で

刈る

稲干し
縛った稲 1 把の穂を

下にして、スカートの

ように広げ、立てて干

す

にょうづくり

よく乾いた稲を大き

な山のように田の真

ん中に積みあげる

稲こき

田んぼの中でも動

かすことができる

足踏み脱穀機で稲

から籾を取る

足踏み脱穀機

うす

籾干し
もん ぼ

田の中にムシロを

敷き、その上に籾を

広げ、天日で干す

臼すり
籾から殻を除いて

玄米にする

出荷
かますに４斗の米

を詰めて出荷する

籾干し

かます

（米を入れる袋）

かます織り

かます織り機を

使って、手動で

かますを織る

かます織り機

江ざらい

江ざらい
え

用水の流れを

良くする為に

用水に溜まっ

た泥やごみを

取り除く

にょうづくり

砺波のまつりと農事ごよみ
（昭和 30 年ごろ）

昔の農作業はとても重労働でした。米作りは天候に左右されることが多く、みんなで豊作を祈りました。田植え前
には一年の無事と豊年万作を祈り、植え終えると苗の順調な成長を祈り、秋に収穫を終えるとお陰様と、神に感謝
しました。祈りは神事となり、農作業の節目にまつりとなって農民の喜びと感謝を表現する行事となりました。

出町子供歌舞伎曳山
で ま ち こ ど も か ぶ き ひきやま

農村部の小夜高
よ ー た か

出町と庄川の大夜高
で ま ち よ たか

獅子舞（秋祭り）

出町子供歌舞伎曳山
で ま ち こ ど も か ぶ き ひきやま

出町・庄川の大夜高
で ま ち しょうがわ よ たか

獅子舞

従来 4/15,16

現在 4/29,30
6/10 前後

6月第 1土･日（庄川）

6月第２金･土（出町） 8月末～11/3,4

獅子舞（春祭り）

3 月中旬～4/29

先祖の供養
春祭りを楽しんだ後、

農作業が本格的になる

収穫作業が一段落すると秋祭りで祝う

春の繁忙期【さつき】 秋の繁忙期【あき】
わせ なかて おくて

田植えが一段落し、

体を少し休める

太子伝の前までに

終わらせよう
楽しい行事が

目白押し

今年収穫する分

のかますを作っ

ておく

学校から帰ってきた子ども

の仕事。「ラチかけてから遊

びに行かれ～」

種まき後に体を休め、

春祭りを楽しむ

日照不足

が心配

台風が

心配

…祭り

…娯楽・休息

…行事

用水は米作りの大切な生命

線。地域の住民が集まり、溜

まった泥や空き缶など、1年

分の堆積物を取り除く。田ん

ぼを持たない住民も参加

小夜高
よ ー た か

ラチかけ

田植え

稲刈り

稲の花



砺波地方の春を告げる出町子供歌舞伎曳山。出町神明宮の春

季祭礼に行われ、豪華な曳山の上部に設えた舞台で地元の小
しつら

学生が歌舞伎芝居を演じます。
曳山に関する一番古い記述は天明９年(1789)ですが、天保

年間(1830-1844)に出町に浄瑠璃が伝わったことと、出町の経
済的発展により豪商が曳山を造って、支援したことが、子供
歌舞伎曳山の発展に結びついたと思われます。
昭和 42年に砺波市無形民俗文化財、平成６年には富山県の

文化財の指定を受けています。
以前は出町地区の西町・東町・中町の三町の男子小

学生のみで演じていましたが、現在は
女子も加わり、三町の持ち回りで
伝承されています。

出町子供歌舞伎曳山
で ま ち こ ど も か ぶ き ひきやま

出町と庄川の大夜高
で ま ち しょうがわ よ たか

獅子舞

富山県無形民俗文化財 平成６年２月指定

田植えが一段落する６月 10 日前後を｢植え付け盆」と

言い、春の繁忙期を終えてちょっと一息し、体を休めます。
ひといき

この時に、砺波地方では子どもたちが武者絵を描き、手作

りした田楽行燈（通称:豆腐行燈）に火を灯し、豊年万作を祈
でんがくあんどん と っ ぺあんどん ほうねんまんさく

って、村の家々を廻る夜高
よーたか

という田祭りを行います。
夕方から夜にかけて小学

生が行燈を手に夜高の歌を
あんどん

歌ったり踊ったりして、豊
作を祈願します。また中型
の行燈を曳き回す集落もあ
ります。

富山県は獅子舞が盛んで、県全体で1000余の獅子舞があ

るといわれています。砺波地方には大人数が胴幕に入る百足
どうまく む か で

獅子(砺波獅子と氷見獅子)と二人が胴幕に入って曲 芸 的に舞
と な み ひ み アクロバティック

う金蔵獅子(通称:ねんごろ獅子)があります。
きんぞう

砺波獅子はテンポよく舞う踊り獅子と、武芸の型が美しい
にらみ獅子に大別され、見る人を
楽しませます。
砺波市には隣県･隣村からの伝播

によって８５の獅子舞(休止中も含む)

があります。各地区では獅子方若
連中や獅子舞保存会などの団体を
結成して、獅子舞の伝承、保存に
取り組んでいます。

出町・庄川の夜高は、近隣の村々で

行っていた田祭りの行燈が明治・大正
あんどん

期に大型化したものです。
各町内では、毎年、細工や色彩・色

調に工夫を凝らして数か月かけて夜
高行燈を作ります。夜空に響く夜高太
鼓と、明かりを灯した夜高行燈の美し
さは見事です。

裁許(リーダー)の采配と勇ましい掛
さいきょ さいはい

け声に合わせて、行燈をぶつけ合う
勇壮な祭りですが、勝敗をつけた後
は「シャンシャン」と手打ちをして
終えます。

小夜高
よーたか


